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各 LTaCtioni.L,l!cckmnnnで UVの lm.1Xを検し

っ 分ゝ耶L Amaxが 230-240m/tのもの,+.L･yiめ.

和紙をくりかへすと mp.207-80(h)及び rnr).

208-90(Il))を狩るo

Ta(mp.207-80倍): Fou'nd C .GO.63, 日

7.ll;calcd.for_C'017】｡0一.C 60.59,fI7.12.

equiv.Found99･5ealcd.99.1,Amax237m･,

E15,400,天然節二菊憩 えmax23Sml′, e15,300

1RISpeCtra(Fig.I).は天然酸と全く一致する｡ ,

h のオゾン酸化 :●Ja0.8gをchloroform40ml

に桁耶し, Oo.に於て数時間過剰のオゾンを通じつゝ

暇化する.溶媒を減圧下に除去し.ozonideに水を加■rL_L
へ温浴上に約10分間加熱して分解し.弧旺下に水と兆

に河山する部分をnlS7した受耶中に捕〃け るO河出浴

紋からpyruvicacidが 2,4･dinitro-phenylhydra･

zoneとして分離された (mp.2180).夏宅杢からは (士)･

t'anチ~caronicacidmp･2120(310mg)が析山した｡
FoundC53.36,H 6.21;calcd.forC7H1004C

53.16,176･37これらはいづれも招本試料と氾融し

て mp.の降下を示さない｡

了bは laの朽結残班から反田河結して狩られる｡

mp.205-90,FollndC60.60,H 7･07; calcd.

forC70Ⅰ11404,C6O･59,II7.12:equlV. Found

99.7calcd.rJ9.1,Amax.242mIJ.e15,700IR･

spectraは Fig.2(本文)の如くである｡オゾン酸化

(上述と全く同様)により(士)-cisICarOnicacid(mp.

173-40).Found C5?･40,lI6.44;calcd.for

C7I11004C53.16,lI6.37及び p.vTul,icacidを

2,4-dinitroph占nylhydrazone(mp.2180)として分

離した.これらは夫々の坊本試料と況馳して mp.の

降下を示さないことを砕認した.

木研究は武居教授の指導のもとに行ったものでこゝ

に托苗の謝意を衣す｡又研兄上の佼光を与へられた大

下F_ll希望祉技大下俊春氏及び実験に助力された徒原田

巳,辻関守両君に感謝する｡

lミJsumd

d̂ditionofethyldiazoacetatc to ethyla8-

dimcthyl-Lrans-sort):l上egives;tdducts,hydrolysis

ofwhichyield (土)-Lrans-,.(士)-cis-3-(Lrans-

2′･Carhoxy-propenyl)-2,2-dimethylcyclopropane1

1-earboxylicacids(mps.203,2090respectively)

and α8-dimethyl-y-carboxymethyl-trans-Sorbic

acid(mp.lStGo).ThLeirstructuresandconfigu-

rationsareestablishedand(辛)Tt,Cワs-31(lra'TS1

2′-carboxypropenyl)12,2-dimethyl-cyclopropa占el

l{arboxylicacidisshowntobetheracemlcform

ofnaturalchrysanthemum dicarboxylicacid.▲

Thus,thegeometricalconfigurationoftheside

cllaininchrysanthemum dicarboXylicacid is

nowconsideredtohetyans.
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イエ,{エ幼虫の無菌培養

GIはhl.VnT･:P.G,n.:A mcthoこltorthesterile

cultureofhouseflyI:try.le,AttLSCL7domesElca

L.Canad,∴EnE.86:527-8(lDJi).

近年,昆虫幼虫のタ.q:溶鋼ffの方状の研兜が焔になって

釆たがここに述べるのはイ･L′)'ェのyJ山をCSMAの

増益 (以前のNAIDMの培韮たとえば SoapBlue

13ook,1941,147-20)甲変法により, その目的を達

しえた1実験例である.す なわちエーレンマ:}ヤーフ

ラスコに,CSMA培基約60ccを入れ{50ccの水道

水を加えて綿栓をし30qC に2ト 43時間放田して酸

酵させ,もう1区はこの位酵期間をおかず直ちに次の

改作に移した｡これに 10ccの水を加え,-1lSOCで2

時(tTrJ械粥する｡次に Ghscrの方法 (I.ParaSit.,24,

17719)によ･t)プ代田処理をした卵約5O個をうえつけそ･
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の発Ifj<を結った.また無処理対府区をもうけた.培基

や卵がJIM]3'か石かの試験はチオグリコレート肉汁を用

い随時行った.その結果30oCで48時間取酵 させた

区ではほとんど対照区と同程鑑の発育を見,成虫が出

札 授約卵を産んだが,24時間磁酵区では6例中た

だ1例が成払 職辞期間をおかなかったものは,.皆ふ`

化しなかった｡･ (長沢純夫)

ス1)ツブスの捕宜虫としての効果とそれに及ぼす

l農宅の彪響

IMACPL川7.?.A.W:The influenceof spray
programsonthefauna.Ofappleorchards-
inNovaScotia,V.Thepredaciousthrips､
HaPZoLhTiL'SfauyeiH ooI). Caだad.EnL.85:

■33-40(1953).

ス.)ツブス HaplothripslatLreiはハダニの一越

MeLatcLrabychusuZmiの卵を食べる重要な捕食虫で

あるがコドリン蛾, リンゴシロハマキの卵も食べる｡

このス')ツブスの天敵としての低値を評価する執 ま,

同一B3暁伽 こ他の捕食虫の存在するgIなどによって非

矧 こ国雄であった.しかし二三の良弘 特に硫式を撒

布するとこのス1)ツブスが殺されてハダニが非常に昭一

加するが,やがてスリップスが増加してハダニが少く

なる｡ある月ミ磁園で果樹1本当りのス.)ツブスの個体

数を推定した所2000匹にもなり, この数はハダニを

滅少さすに十分な個体数であると考えられたここの様∫

な湘 >らハダニの密朗 唱 い吻合には,-このスリップ

巧はハグiをは少さす重要な要因と考えうえ｡まT=段

非のス')ツブスに及ぼす影響も突放的に調べた｡DDT,

parathion,liPC等はス1)ツブスを減少さすが硫式

はさらに潜効があり一Phygon,Tag(10,%'耐酸フ千二

∵ ル水臥 硫酸ニコチン,SummerOil等ではある

程度のスリップスの減少がみられるがあまり若しくは

ない｡しかしフアーバム剤,鋼剤.CragFruit′Fun-

gicidc等は ス')ツブスにほとんど抄皆をあたえない｡

その夕に のス.)ツブスの生態についても詳細な研死をL

行った.本税は‡乱､況氾力を持ち年2-3化,成虫は

数ヶ月誠は1年以上も生存し,1日に多数のハダニそ

の他のEif山卵を食べる｡ (前田 理)

殺虫剤の試験用昆虫オオコクヌス7.の飼育法

E.F.BoND& H.A.U.Mo.TIRO:Rearingthe

二CadelleTenebyoldesmau'iLalZZ'cus(L･)(Cqle-'

optqra:Ostomidae)asa TestInsectfor
InsecticidalResearch.CaYad.Ehf.86:402-

'408(1(J54)

オオコ.クヌス トは日本でも普通にみられる貯穀害虫

で大型甲山である.通常4令幼虫が蕊議効果判定に班

･川されているが,ある慎蒸剤には他の貯穀苦虫と追っ

た反応を申す｡この虫の飼育上の斑点は雌に産卵さや

ltは

節 20 琴-Ⅱ

るのが難しいことにあるが,著者等はこの虫の性質を

たくみに利mして各発育段階の分離に成功している｡

成虫の産卵活動は故の存在によって刺戟されるので,

2重底寄掛 こオー トミルを固く･つめ中心部を水でしめ

■し2日放置し故を培養する｡徹の代りに5%のイース

トを加えてもよく,午の時は培地の水分保持のため寒

天溶液を加える.'飼育条件は20oC,70%R.H.がよ

い｡'産卵場所として5mmの厚い透明のプラステック

板2枚の間に支えの原紙を入れて0.3mm位の隙間を

つくづたものを上記培地上に置くと成虫は卵塊をこの

間に産む｡卵だけおいておくと早くかえった幼虫が卵

をくうから卵は在日取出しまるぴさのメ1)ケン粉で飼

育するO成虫の雌雄は艇部の点刻で区別つくO卵朋間

は1週間位で姐虫期間は約8週間,幼虫が成熟すると

粗いコルク片を与えるとその中に入りTl'u矧 こなる｡嫡

期間は10-12日で性別は蹴部末端で区別する｡かよ

うな方法で飼うと成虫1対から産卵朋問152日で良苗

3.581卵が得られ,72･1%が卿 ヒした.死亡率を見込

んでもうまくゆけば成熟幼串は219u朗 成虫は1700頭

得られる｡ (桐谷虫治)

種々の死亡百分率が防除の上にもり比較的な価値

SoT.Qll().N,M.E.:Therelativecontrolvaト
uesofdiLrerentpercentagemortalities.BuLl.
ギ';(.Res.,46:189-191(1955).

1殺虫剤を班用した時に告虫の一部が生き残 り和船を

再開することが腿々ある｡この冨山の増殖が凝析的な

意義をもつか石かは,苔虫の増府力や増難出来る矧al

の長さなど軽々の要因できまるので,死亡率は投出剤

処理の犬用依伯をはかる尺鑑としてはよくない9 貯穀

の庶議のような比較的筒iuな場合防除効果は,殺虫剤

で減らされた個体群が元のレベルに戻る迄に要する時

間で衣し得るO貯殻苦虫の増殖率(x)が密庇によって

大きな誰班を受けないで,指数曲線を描いて増P'diする

と仮定すると元の個体群レベル (1000)に戻る迄に公

r する時間 (i)は,防除時の死亡百分率が90%の昭は

･oox8--1000,i-一志 ･99%の- 10x'･-1OOO･

･'-一志 ･となるo もし畑 わかればLO絶棚 も
わかる.粒々の死亡率の防除価値をEi!虫個体がの回u

_.に要する時間で比較してみると伯になる死亡率は 2Ll,

50,75,fJ3.75,99.6% の系列になる｡対数でEl盛っ

た個体群密FRと回役に要する時間との鵬係を図で表す

とtEi松田係になる｡個体桝が低密蛇から砧密IRに増殖

するE封に連続した2,3のらがった増班率をもっている

時は両苅liのつながった2,3の班紋で示しうる.そして

-この図から時間(t)を計辞出来るO殺虫剤で害虫を完

･ 全に防除山来ない勘合,こq)考え方は処理の価伯や煩

議用の輩出決Ljt等に有用な手引とな.ろうO(高焔史樹)


